
 

 

 

 

 

 

 

記録的な大雪に見舞われた冬が終わり、春がやってきました。花の季節です！あちこちで梅の花が咲き、そ

の後は桜、そしてシャクナゲの季節です。神楽団の春の活動開始も楽しみ！千原神楽団は４月２日（土）の夜

桜神楽と４月２４日（日）のしゃくなげ祭り、都神楽団は５月２８日（土）の水玉山神楽共演大会への出演が

予定されているそうです。 

さて、初めて発刊する美郷町観光協会地域おこし協力隊だよりで、まずは多くの皆様に支えられた「みさ

と・みちくさ日和 2015」について、お礼とご報告をさせていただきます。 

 

2015をふり返って 
 2015 年 9 月～11 月に、美郷町でのさまざまな体験プログラムや里あるきを「みさと・みちくさ日和 2015」

として実施し、参加者は延べ２１９人でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月には案内人同士でのふり返り交流会も実施したところ、「あおられて企画してみたら、やって良かった」

「あなたの素朴なお人柄のままで、これからも大丈夫！」などと語り合って一体感が生まれ、お互いに元気を

もらいました。案内人の皆さん、とても輝いていて素敵でした！みさと・みちくさ日和で何かやってみたい方

がおられましたらご紹介ください。 
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参加者は町内と町外がおよそ半々 

美郷町 100人、 

町外県内 96人、 

県外 23人 
（計 219） 

子どもから 80代までが参加！ 
もっとも多かったのは 60代女性 

 
親切にしてもらった、 

おもてなしの心 

 
ゆっくりのんびり、 

いなか歩き 

 
天然の物を使って 

本物を作った満足感 

 
参加者同士の交流、 

地元の方との交流 

●まだまだ知らない美郷がいっぱい！楽しみながら暮らしを豊かにしていきたいです。 

●当たり前と思っていた地元の良さを改めて実感でき、誇りに感じた。 

●楽しい！知らなかった！発見！町にはまだまだお宝が眠っています！ みちくさ日和の 

実施について 

参加者からの声 

参加者が満足した点 

美郷町観光協会 

地域おこし協力隊だより 

2016 年３月 



発見の連続☆やなしお道ウォーキング 

 2月 21日に実施された、銀山街道やなしお道ウォーキングに参加しました。運動不足で体力なし・・・そ

んな私（板垣）でも歩けました！歩数計では 15,000 歩以上を記録！歩けば歩くほど発見があり、次は何が出

てくるかとワクワクの連続。山野草や名木珍木、動物の痕跡

などの自然の豊かさと、石組みや土橋など、そして版築工法

でしっかり作られたやなしお道そのもの、昔の人の手による

人工物とが折々にあらわれるのです。参加者が少なかったの

でじっくり解説していただき、とても楽しく過ごしました。 

整備されすぎていない、手つかずの自然が残っているとい

うのはかけがえのない魅力です。ただ、ある程度の整備はも

ちろん必要であり、ボランティアでやってくださっている方

の労力があるからこそ楽しめることに感謝です。 

 

 

「信喜にオシドリがたくさん来る」と、鳥に詳しい方から情報をもら

い、１月末に見に行ってみました。チャンスは冬の朝か夕方。浜原ダ

ム湖周辺を 17時頃探しても・・・見つからない。浜原ダムまで行き、

あきらめながら再び 17 時半頃折り返してみると、鳥の集団が、いた

のです！！集会所付近から 50 羽くらい見ることができました。近づ

くとすぐ逃げてしまうので、写真を撮るには望遠レンズが必要ですね。

カラフルな方が雄でシンプルな色の方が雌。木に登ってドングリを食

べるとも聞きビックリ。次の冬も、待ってるよ～！ 

 

 

休日の朝に時々、道の駅グリーンロードに車を停

めてランニングをします。千葉に住んでいた頃は早

朝でも車や電車などの人工的な音に囲まれて走って

いましたが、この江の川沿いでは、川の音、風の音な

ど自然の音に囲まれながら、１人で何も考えず無に

なれるひとときを過ごすことができます。 

美郷町に移住してからようやく半年が過ぎました

が、千葉に比べてお米がとっても美味しくて毎日食

べすぎてしまいます（反省）。無駄なお肉が付かない

よう、美郷町という大自然のフィールドを使って運

動を継続します！（協力隊・白石） 

 梅の花の時期を待って、明塚の知恩院跡に行って

みました。発電所から北へ少々、明塚駅の手前から右

に上る石段が、寺院のなごりです。上ると小さなお堂

があり、お地蔵さんが数体。あたりには石垣もありま

す。奥はお墓になっています。梅とこの場所が醸し出

す風情が良いです！ここは佐波（澤）氏の菩提寺だっ

たそうで、近所の 80代の方の話によると、子供の頃

には寺院は遊び場であり、1 枚ずつ区切られた天井画

が見事だったそうです。 

 明塚の知恩院跡は「板垣ときめきスポット」上位に

ランクインしました!!（協力隊・板垣） 


